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【短報】奄美大島のカエルが食べた甲虫類
奄美大島は，南西諸島あるいは奄美群島の主要な

カエル類の生息地となっており，カエル類の多様
性も非常に高い．筆者の一人亘は 2003 年から 2006
年にかけて，奄美大島において，大型のカエル類 3
種，オットンガエル Babina subaspera，アマミイシ
カワガエル Odorrana splendida，アマミハナサキガ
エル Odorrana amamiensis の生息状況と食性の調査
を行った．この中でオットンガエルの食性について
は，サワガニ，マダラカマドウマ，オオゲジ，ミミ
ズ，ナメクジ，マイマイなどが主な餌であることを
報告している（岩井・亘，2006；岩井ら，2006；亘
ら，2007）．しかし，その他の内容物が 1/3 以上あり，
これについては触れられていない．亘は胃の内容物
から，形が分かる甲虫類を抜き出し，槇原がそれを
同定した．本報告ではその甲虫類の同定結果を報告
する．ただ，調査地域は奄美大島全域にわたり，保
全上の観点から，ここでは採集地は特定しない．カ
エルの採集者はすべて亘である．

●オットンガエル
 奄美大島，加計呂麻島と枝手久島のみに分布する．

コガネムシ科 Family Scarabaeidae
アマミビロウドコガネ Maladera amamiana Nomura

（図3）
 1 ex., 18. X. 2005.

コメツキムシ科 Family Elateridae
タカハシクシコメツキMelanotus  (Melanotus ) 

takahashii Kishii （図7）
2 exs., 12. VI. 2006.

ゴミムシダマシ科 Family Tenebrionidae
アマミオオニジゴミムシダマシHemicera nodokai 

Nakane（図8）
1 ex., 13. X. 2005.

オオシマナガキマワリStrongyl ium oshimanum 
Fairmaire（図9）

 1 ex., 14. VI. 2006.

●アマミイシカワガエル
奄美大島のみに分布する．

オサムシ科 Family Carabidae
ハラアカモリヒラタゴミムシColpodes japonicus 

(Motschusky)（図1）
1 ex., 15. VI. 2006.

コメツキムシ科 Family Elateridae
ミヤケオオサビキコリ Agrypnus (Agrypnus) miyakei 

miyakei Ôhira（図5）
1 ex., 12. VI. 2006.

アマミアラハダチャイロコメツキRei t t ere la ter 
amamiensis (Ôhira)（図6）

1 ex., 24. V. 2004.
タカハシクシコメツキMelanotus takahashii Kishii

（図7）
1 ex., 12. VI. 2006.

カミキリムシ科 Family Cerambycidae
リュウキュウクリイロシラホシカミキリ Nanohammus 

oshimanus Breuning et Ohbayashi（図11）
1 ex., 23. V. 2006.

●アマミハナサキガエル
  奄美大島と徳之島のみに分布する．

オサムシ科 Family Carabidae
アマミモリヒラタゴミムシColpodes amamioshimensis 

(Habu)（図2）
1 ex., 30. I. 2006.

コガネムシ科 Family Scarabaeidae
フタスジカンショコガネApogonia bicarinata Lewis 

（図4）
1 ex., 26. V. 2006.

カミキリムシ科 Family Cerambycidae
オ オ シ マ ハ ネ ナ シ サ ビ カ ミ キ リ P t e r o l o p h i a 

(Pseudale) oshimana Breuning（図10）
 1 ex., 26. V. 2006.

ゾウムシ科 Family Curcurinidae
ヒメクチカクシゾウムシ Catarrhinus umbrosum 
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Roelofs (図12)
1 ex., 30. I. 2006.

同定できた甲虫は 5 科 12 種類で，想定されたこ
とではあるが，何れも夜行性の種であった．興味
深いのは嫌な臭いを出すオサムシ科やゴミムシダ
マシ科甲虫が捕食されていたことである．
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図1–12．カエルの胃の内容物に含
まれていた甲虫類．1，ハラ
アカモリヒラタゴミムシ；
2，アマミモリヒラタゴミム
シ；3，アマミビロウドコガ
ネ；4，フタスジカンショコ
ガネ；5，ミヤケオオサビキ
コリ；6，アマミアラハダ
チャイロコメツキ；7，タカ
ハシクシコメツキ；8，ア
マミオオニジゴミムシダマ
シ；9，オオシマナガキマワ
リ；10，オオシマハネナシ
サビカミキリ；11，リュウ
キュウクリイロシラホシカ
ミキリ；12，ヒメクチカク
シゾウムシ．


